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　ムシトリナデシコは園芸種として江戸時代には人
気があった。小野小町の名前をとってコマチソウと
も呼ばれた。もともとフランス南部などの比較的乾
燥した場所の植物だ。ムシトリナデシコの名の由来
は、花の付け根に粘液があり、アリなどがくっつく
ことがあるからだが、食虫植物というわけではない。
この花はチョウを非常に良く呼ぶ花だ。6 月は庭に
この花があるだけで、いつもチョウがあふれている。
　ムシトリナデシコは道路端や、千曲川の河川敷な
どに結構あるが、種は売っていないので､ 道ばたか
ら採取するしかない。種を取るなら 7 月中旬頃が良
いかなと思う。鞘の中にとても小さな種がたくさん
入っていて、逆さまにするだけで種が取れる。庭の
ムシトリナデシコも高原美術館に細々と咲いていた
ムシトリナデシコから採取したのがはじまりだ。

チョウを呼ぶムシトリナデシコ

映雪の魅力にあらためて迫る

白鳥映雪作品ギャラリートーク

　－伊東深水と白鳥映雪の師弟の絆－
　日本芸術院会員で小諸市滝原出⾝の日本画家・白鳥映
雪。その作品の制作背景や技法などについて、わかりや
すく解説し、あらためて映雪作品の魅力に迫る「白鳥映
雪作品ギャラリートーク」をシリーズで開催します。
 　第 1 回目は、「立秋」。疎開先の小諸を去った師伊東深
水のもとで制作された日本の復興を夕暮れのビルの屋上
から眺める三人の女性に託して描いた映雪の代表作です。
伊東深水との師弟の絆をはじめ、より深く白鳥映雪の世
界にふれられる良い機会です。ぜひお出かけください。

▶日　時　6 月 26 日㈯　13:30 ～ 15:00
▶会　場　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館
　　　　　白鳥映雪特別展示室
▶参加費　通常の観覧料
▶講　師　舟田 均（白鳥映雪研究者）

　　　　　白鳥 純司（小諸高原美術館・白鳥映雪館学芸員）

※令和 3 年度は、下記 3 作品を紹介・解説します。

　①「立秋」6/26 ㈯
　②「追想（琉球ようどれ廟）」8/21 ㈯
　③「菊慈童」 11/20 ㈯

問　小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070 6 月の庭にはムシトリナデシコが咲き乱れる

「立秋」


